
令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
中
「
及
び
」
を
「
、
法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
暗
号
資
産
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
及
び
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
六
項
各
号
」
を
「
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項

各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
四
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
七
項
第
一
号
イ
」に
、

「
第
二
項
各
号
」
を
「
第
五
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
五
項
第
一
号
」
に
、「
第

五
項
第
三
号
」
を
「
第
八
項
第
三
号
」
に
改
め
、「
百
分
の
二
十
五
」
の
下
に「（
当
該
組
合
契
約
が
投
資
組
合
契
約
で
あ

る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
投
資
組
合
契
約
に
お
い
て
、
当
該
投
資
組
合
契
約
に
よ
つ
て
成
立
す
る
投
資
組
合
に
組
合
員

等
委
員
会
（
法
第
四
十
一
条
の
二
十
一
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
合
議
体
を
い
う
。
次
号
及
び
第
三

号
に
お
い
て
同
じ
。）を
設
置
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
百
分
の
五
十
）」を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五

項
第
三
号
」
を
「
第
八
項
第
三
号
」
に
改
め
、「
百
分
の
二
十
五
」
の
下
に「（
当
該
組
合
契
約
が
投
資
組
合
契
約
で
あ
る

場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
投
資
組
合
契
約
に
お
い
て
、
当
該
投
資
組
合
契
約
に
よ
つ
て
成
立
す
る
投
資
組
合
に
組
合
員
等

委
員
会
を
設
置
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
百
分
の
五
十
）」を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
百
分
の
二
十
五
」

の
下
に「（
当
該
組
合
契
約
が
投
資
組
合
契
約
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
投
資
組
合
契
約
に
お
い
て
、
当
該
投
資
組

合
契
約
に
よ
つ
て
成
立
す
る
投
資
組
合
に
組
合
員
等
委
員
会
を
設
置
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
百
分
の
五

十
）」を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

12

法
第
四
十
一
条
の
二
十
一
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
合
議
体
は
、
投
資
組
合
の
無
限
責
任
組
合

員
（
同
条
第
四
項
第
五
号
に
規
定
す
る
無
限
責
任
組
合
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
行
う
当
該
投

資
組
合
に
係
る
投
資
組
合
事
業
に
係
る
業
務
執
行
の
一
部
に
つ
い
て
当
該
投
資
組
合
の
有
限
責
任
組
合
員
若
し
く
は

無
限
責
任
組
合
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
が
指
名
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
有
限
責
任
組
合
員
等
」
と
い
う
。）

が
助
言
を
し
、
意
見
を
述
べ
、又
は
承
認（
当
該
有
限
責
任
組
合
員
等
の
過
半
数
を
も
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
限
責
任
組
合
員
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
合
議
体
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
三
十
第
九
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、「
第
二
項
各
号
」
を
「
第
五
項
各
号
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
一
の
非
居
住
者
又
は
外
国
法
人
と
特
殊
の
関
係

の
あ
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
業
務
執
行
を
行
う
者
（
個
人
に
限

る
。
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
り
、
及
び
同
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
の
規
定
中
「
業
務
執
行
を
行
う
者
」

と
あ
る
の
は
「
非
居
住
者
」
と
、
同
号
ヘ
中
「
業
務
執
行
を
行
う
者
（
法
人
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は「
外
国
法
人
」

と
、
同
項
第
二
号
中
「
業
務
執
行
を
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
一
の
非
居
住
者
又
は
外
国
法
人（
次
号
に
お
い
て「
非

居
住
者
等
」
と
い
う
。）」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
業
務
執
行
を
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
一
の
非
居
住
者
等
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
三
十
第
二
十
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
十
二
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
四
項
中
「
第
四
十
二
条
の
四
第
十
一
項
第
一
号
に
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
十
二
項
第
一
号

の
税
額
控
除
可
能
額
の
計
算
に
係
る
同
号
に
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
四
第
十
一
項
第
一
号
の
通
算
法
人
等
の
」
を
「
第

四
十
二
条
の
四
第
十
二
項
第
一
号
の
通
算
法
人
等
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
イ
中
「
第
四
十
二
条
の
四

第
十
一
項
第
一
号
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
十
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
を
削
り
、
同
条
第
七
項
を
同

条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

５

法
第
四
十
二
条
の
四
第
十
二
項
第
一
号
の
通
算
繰
越
控
除
上
限
額
の
計
算
に
係
る
同
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
金
額
は
、
同
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
同
号
の
対
象
事
業
年
度
の
所
得
の

金
額
と
み
な
し
て
当
該
所
得
の
金
額
に
つ
き
法
人
税
法
第
六
十
六
条
の
規
定
並
び
に
法
第
六
十
七
条
の
二
及
び
第
六

十
八
条
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
計
算
さ
れ
る
法
人
税
の
額
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
十
二
項
中
「
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
人
が
次
」
を
「
、
第
四
項
又
は
第
七
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
人
が
次
」
に
、「（
第
十
四
項
」
を「（
以
下
こ
の
条
」
に
、「
同
条
第
十
九
項
第
一
号
」
を「
同

項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
及
び
同
条
第
十
四
項
中
「
又
は
第
四
項
」
を
「
、
第
四
項
又
は
第
七
項
」
に
改

め
、
同
条
第
十
六
項
第
一
号
中
「
第
三
十
二
項
」
を
「
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
四
項
及
び
第
二
十
五
項
を

削
り
、
同
条
第
二
十
六
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
条
第
二
十
七
項
を
同
条
第
二
十
五
項
と
し
、
同
条
第
二
十
八

項
第
一
号
中
「
第
三
十
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
八
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
条
第

二
十
九
項
中
「
第
三
十
二
項
」
を
「
第
三
十
項
」
に
、「
第
三
十
一
項
」
を
「
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

二
十
七
項
と
し
、
同
条
第
三
十
項
中
「
第
三
十
二
項
」
を
「
第
三
十
項
」
に
、「
第
二
十
七
項
」
を
「
第
二
十
五
項
」に
、

「
第
二
十
八
項
」
を
「
第
二
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
三
十
一
項
を
同
条
第
二
十

九
項
と
し
、
同
条
第
三
十
二
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第
三
十
三
項
中「
第
二
十
七
項
か
ら
第
三
十
一
項
ま
で
」

を
「
第
二
十
五
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
一
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加

え
る
。

32

法
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
三
号
の
通
算
法
人
若
し
く
は
同
号
イ
の
他
の
通
算
法
人
又
は
同
項
第
十
二
号
の
通

算
法
人
若
し
く
は
同
号
に
規
定
す
る
他
の
繰
越
通
算
法
人
（
第
二
号
及
び
第
三
十
七
項
に
お
い
て
「
他
の
繰
越
通
算

法
人
」
と
い
う
。）に
係
る
第
十
二
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
及
び
第
二
十
六
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

法
第
四
十
二
条
の
四
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合

こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

法
人
に
は
同
条
第
八
項
第
三
号
イ
の
他
の
通
算
法
人
を
、
適
用
年
度
に
は
同
号
イ
の
他
の
通
算
法
人
の
同
項
第
二

号
に
規
定
す
る
他
の
事
業
年
度
を
、
そ
れ
ぞ
れ
含
む
も
の
と
す
る
。

二

法
第
四
十
二
条
の
四
第
七
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合

同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
人
に
は
他
の

繰
越
通
算
法
人
を
、
適
用
年
度
に
は
他
の
繰
越
通
算
法
人
の
同
条
第
八
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
他
の
繰
越
適
用

対
象
事
業
年
度
を
、
そ
れ
ぞ
れ
含
む
も
の
と
す
る
。

33

法
第
四
十
二
条
の
四
第
十
九
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
他
の
者
に
委
託
す
る
試
験
研
究

の
う
ち
国
外
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
医
薬
品
等
（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
薬
品
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
医
療
機
器
及
び
同
条
第
九

項
に
規
定
す
る
再
生
医
療
等
製
品
を
い
う
。）に
係
る
試
験
研
究
で
当
該
医
薬
品
等
の
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
認
の

た
め
に
行
う
臨
床
試
験
（
科
学
的
な
質
及
び
成
績
の
信
頼
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
財
務

省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。）に
関
す
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
三
十
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

34

第
六
項
第
二
号
、
第
八
項
第
二
号
及
び
前
項
に
規
定
す
る
他
の
者
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
試
験
研
究

を
行
う
法
人
が
外
国
法
人
で
あ
る
場
合
の
法
人
税
法
第
百
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
本
店
等
を
含
む
も

の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
三
十
一
第
二
項
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
前
条
第
五
項
」
に
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」

に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
三
の
二
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の

円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
組
合
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
組
合
」
に
、「
第
百
十
六
条
」
を
「
第

百
九
条
」
に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
等
売
却
組
合
、
同
法
第
百
六
十
三
条
の
二
に
規
定
す

る
マ
ン
シ
ョ
ン
除
却
組
合
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

法
第
四
十
二
条
の
四
第
十
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
は
、
同
項
に

規
定
す
る
過
去
適
用
等
事
業
年
度
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
各
欠
損
金
増
加
額
（
既
に
同
号
の
通
算
法
人
等
の
同
号

の
対
象
事
業
年
度
終
了
の
日
前
に
終
了
し
た
当
該
通
算
法
人
等
又
は
他
の
通
算
法
人
（
同
項
に
規
定
す
る
他
の
通
算

法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
当
該
過
去
適
用
等
事
業
年
度
に
係
る
同
条

第
十
二
項
に
規
定
す
る
各
欠
損
金
増
加
額
に
つ
き
同
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
欠
損
金
増
加
額

の
う
ち
同
項
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
加
算
さ
れ
た
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
金
額
を
除
く
。）に
欠
損
帰

属
割
合
（
当
該
通
算
法
人
等
又
は
他
の
通
算
法
人
の
う
ち
、
当
該
過
去
適
用
等
事
業
年
度
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る

各
欠
損
金
増
加
額
が
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
欠
損
増
加
法
人
」
と
い
う
。）に
つ
き
法
人
税
法
第
六
十

四
条
の
五
第
五
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
も
の
と
し
、
か
つ
、
当
該
通
算
法
人
等
又
は
他
の
通
算
法
人
の
う
ち
、
欠

損
増
加
法
人
以
外
の
法
人
に
つ
き
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
し
た
場
合
の
当
該
通
算
法
人
等
の
当
該
過
去
適

用
等
事
業
年
度
の
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
割
合
を
い
う
。）を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。


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